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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 発光体が搭載された光学アダプタが着脱可能な先端部と、前記光学アダプタのアダプタ
側電気接点と接続可能な挿入部側電気接点と、前記挿入部側電気接点と接続された信号線
と、を有する挿入部と、
 前記挿入部に対する前記光学アダプタの着脱を判定するための着脱判定用電源と、
 前記発光体を点灯するための発光体点灯用電源と、
 前記信号線に対して、前記着脱判定用電源又は前記発光体点灯用電源のいずれかに接続
するスイッチ手段と、
 前記着脱判定用電源と前記信号線とが接続された場合の電流に基づいて、前記光学アダ
プタと前記挿入部との着脱を判定する光学アダプタ着脱判定手段と、
 前記光学アダプタ着脱判定手段により、前記光学アダプタが前記挿入部に装着されてい
ると判定された場合、前記スイッチ手段を制御して、前記信号線と前記発光体点灯用電源
とを接続し、前記光学アダプタの前記発光体を点灯させるシステム制御部と、
を備えていることを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
 前記光学アダプタは、１個以上が直列に接続して形成された前記発光体と並列に接続さ
れた抵抗とにより形成された前記抵抗体が２つの電気接点に接続されていることを特徴と
する請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
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 前記発光体は、発光ダイオードであり、前記着脱判定用電源の電圧は、前記発光ダイオ
ード１個の順方向降下電圧の値未満に設定されることを特徴とする請求項１に記載の内視
鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光学アダプタが内視鏡挿入部の先端部に着脱自在に取り付けられる内視鏡装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡挿入部を化学プラントやパイプ内部に挿入して光学的に検査、観察などが
できる内視鏡装置が工業用分野その他において、広く用いられるようになっている。工業
用分野における内視鏡装置においては、さまざまな用途に対して、適切に使用できるよう
、内視鏡挿入部の先端部に複数種類の光学アダプタを着脱可能にしたものがある。　
　例えば第１の従来例としての特開２００４-３１３２４１号公報においては、内視鏡挿
入部の先端部に複数種類の光学アダプタを着脱可能にした内視鏡装置が開示されており、
この内視鏡装置においては光学アダプタ側に光学アダプタの種別を判定するための判定部
を設け、内視鏡装置の制御部で光学アダプタの種別を判定する光学アダプタ種別判定手段
を設けている。
【０００３】
　また、 第２の従来例としての特開２００１-６１７７７号公報には、Ｃ－ＭＯＳセンサ
と照明用ＬＥＤを搭載した撮像機能も備えた光学アダプタが内視鏡挿入部先端に着脱可能
で、Ｃ－ＭＯＳセンサとＬＥＤの電気ケーブルを内視鏡挿入部に内挿し、Ｃ－ＭＯＳセン
サからの映像信号出力部と、ＬＥＤに供給する電流値を制限する電流制限回路を操作部に
備えた内視鏡装置が開示されている。
【特許文献１】特開２００４-３１３２４１号公報
【特許文献２】特開２００１-６１７７７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　第１の従来例の内視鏡装置では種別の判定専用の信号線が必要であった。また、第２の
従来例のように、光学アダプタにＬＥＤが搭載されたものにおいては、ＬＥＤ駆動用に専
用の信号線が必要であった。　
　従って、ＬＥＤが搭載された光学アダプタにおいて、光学アダプタの着脱を判定するに
は、光学アダプタの着脱判定用、ＬＥＤ駆動用の信号線がそれぞれ必要となり、内視鏡挿
入部径の小型化（細径化）と共に光学アダプタの小型化が困難で、使用できる用途が制約
されてしまう問題がある。
【０００５】
（発明の目的）
　本発明は上述した点に鑑みてなされたもので、発光体が搭載された光学アダプタが、内
視鏡挿入部の先端に着脱可能な内視鏡装置において、内視鏡挿入部に内挿される信号線数
及び、光学アダプタ内の信号線数を少なくして内視鏡挿入部径の小型化及び光学アダプタ
の小型化を可能とする内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
 本発明は、発光体が搭載された光学アダプタが着脱可能な先端部と、前記光学アダプタ
のアダプタ側電気接点と接続可能な挿入部側電気接点と、前記挿入部側電気接点と接続さ
れた信号線と、を有する挿入部と、前記挿入部に対する前記光学アダプタの着脱を判定す
るための着脱判定用電源と、前記発光体を点灯するための発光体点灯用電源と、前記信号
線に対して、前記着脱判定用電源又は前記発光体点灯用電源のいずれかに接続するスイッ
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チ手段と、前記着脱判定用電源と前記信号線とが接続された場合の電流に基づいて、前記
光学アダプタと前記挿入部との着脱を判定する光学アダプタ着脱判定手段と、前記光学ア
ダプタ着脱判定手段により、前記光学アダプタが前記挿入部に装着されていると判定され
た場合、前記スイッチ手段を制御して、前記信号線と前記発光体点灯用電源とを接続し、
前記光学アダプタの前記発光体を点灯させるシステム制御部と、を備えていることを特徴
とする。
 上記構成において、光学アダプタの着脱判定の結果により、前記スイッチ手段を着脱判
定用電源から発光体点灯用電源に切替えることにより、内視鏡挿入部に内挿される信号線
の本数を削減して、内視鏡挿入部径の小型化及び光学アダプタの小型化を可能にしている
。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、内視鏡挿入部に内挿される信号線の本数を削減して、内視鏡挿入部径
の小型化及び光学アダプタの小型化を可能にする。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。　
【実施例１】
【０００９】
　図１ないし図４は本発明の実施例１に係り、図１は本発明の実施例１の内視鏡装置の全
体構成を示し、図２は光学アダプタ着脱判定部など内視鏡装置における主要部の構成を示
し、図３は図２のより具体的な回路構成を示し、図４は本実施例の動作内容を示す。　
　図１に示すように本発明の実施例１の工業用の内視鏡装置１は、化学プラントやパイプ
等の検査対象物の内部に挿入される内視鏡挿入部（以下、単に挿入部と略記）２と、この
挿入部２の先端部３に着脱自在に接続される光学アダプタ４と、挿入部２の後端が連結さ
れ、画像処理手段等を内蔵した内視鏡装置本体５と、この内視鏡装置本体５と接続され、
内視鏡画像等を表示する表示装置６と、ユーザが各種の指示操作等を行うユーザインタフ
ェース７とから構成される。
【００１０】
　挿入部２の先端部３には図示しないネジ部等によるマウント手段が設けてあり、光学ア
ダプタ４を着脱自在に接続（装着）することができる。　
　光学アダプタ４には、対物レンズ１０と、この対物レンズ１０に隣接して配置された照
明手段となる半導体発光体（半導体発光素子）としての発光ダイオード（ＬＥＤと略記）
１１とが配置され、このＬＥＤ１１は抵抗１２を介して２つの接続用の電気接点１４と接
続されている。なお、ＬＥＤ１１と抵抗１２は、電気的な抵抗体１３を形成する。　
　一方、光学アダプタ４が着脱自在の先端部３には、電気接点１４に接続される電気接点
１５と、対物レンズ１０に対向する位置に撮像素子として例えば電荷結合素子（ＣＣＤと
略記）１６が配置されており、対物レンズ１０によりＣＣＤ１６の撮像面には光学像が結
像される。
【００１１】
　上記電気接点１５は、挿入部２内を挿通された２本の信号線１７ａ、１７ｂを介して内
視鏡装置本体５内に設けたスイッチ回路１８等に接続される。この場合、信号線１７ａは
、スイッチ回路１８を介して、光学アダプタ４の着脱を電気的に検出する電源としての着
脱判定用電源２１と、ＬＥＤ１１に点灯用電源を供給するＬＥＤ点灯用電源２２とに接続
される。　
　また、信号線１７ｂは、スイッチ回路１８を介してＬＥＤ１１を駆動するＬＥＤ駆動部
２３に接続されると共に、光学アダプタ４の着脱を電気的に判定する光学アダプタ着脱判
定部２４に接続される。　
　なお、後述するように光学アダプタ着脱判定部２４は、着脱の判定結果によりスイッチ
回路１８によるスイッチ切替の制御を行う。
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【００１２】
　また、ＣＣＤ１６は、挿入部２内を挿通された信号線２６を介して、内視鏡装置本体５
に内蔵され、ＣＣＤ１６にＣＣＤ駆動信号を印加してＣＣＤ１６を駆動するＣＣＤ駆動部
２７と、ＣＣＤ駆動信号の印加によりＣＣＤ１６から出力されるＣＣＤ出力信号に対する
画像処理を行う画像処理部２８に接続される。　
　また、この内視鏡装置本体５には、光学アダプタ着脱判定部２４等と接続され、この内
視鏡装置本体５内の各部の制御を行うシステム制御部２９が設けてある。　
　システム制御部２９は、光学アダプタ着脱判定部２４により光学アダプタ４が挿入部２
の先端部３に接続された判定結果により、ＣＣＤ駆動部２７等を動作させるか否かを制御
することも可能である。具体的には、光学アダプタ４が接続された場合には、ＣＣＤ駆動
部２７等を動作させる制御を行い、光学アダプタ４が接続されていない場合には、ＣＣＤ
駆動部２７等を非動作状態に設定して、省電力化を実現する（無駄な電力消費を低減する
）。
【００１３】
　また、システム制御部２９は、ユーザインタフェース７から静止画表示指示などの指示
入力が行われると、その指示入力に対応して画像処理部２８の画像処理動作を制御する。
　さらにシステム制御部２９は、光学アダプタ着脱判定部２４により光学アダプタ４が挿
入部２の先端部３に接続された判定結果により、スイッチ回路１８によりスイッチ切替の
制御を行うことも可能である。　
　上記のように本実施例の内視鏡装置１においては、挿入部２内にはＣＣＤ１６に接続さ
れた信号線２６を除くと、光学アダプタ４に接続される２本の信号線１７ａ、１７ｂで済
むようにして、挿入部２の細径化（挿入部径の小型化）を実現している。　
　また、光学アダプタ４側も２つの電気接点１４とした構成にすることにより、光学アダ
プタ４の小型化及び細径化を実現している。また、２つの電気接点１４とすることにより
、光学アダプタ４内の信号線の本数を少なくし、小型化を実現している。　
　図２は、本実施例における光学アダプタ４の着脱判定などを行う主要部の電気系の構成
を示すブロック図である。
【００１４】
　光学アダプタ４の２つの電気接点１４に接続される挿入部２側の電気接点１５は２本の
信号線１７ａ、１７ｂによりスイッチ回路１８における第１スイッチ１８ａの接点ｃと第
２スイッチ１８ｂの接点ｃにそれぞれ接続される（第２スイッチ１８ｂに関しては、図２
では機能的な表示を行っており、具体的には図３のような構成である）。　
　第１スイッチ１８ａの接点ｃは、着脱判定用電源２１に接続された接点ａと、ＬＥＤ点
灯用電源２２に接続された接点ｂとの一方と選択的に接続（ＯＮ）される。　
　一方、図２における第２スイッチ１８ｂは、簡略的に示しており、ＬＥＤ駆動部２３に
電流が流れない（オープン）状態と流れる（クローズ）状態の切替を行う。また、図１で
も説明したように、信号線１７ｂには、光学アダプタ４の着脱を判定する光学アダプタ着
脱判定部２４が接続されている。
【００１５】
　そして、光学アダプタ着脱判定部２４は、図２に示すスイッチ回路１８の状態或いは図
３に示す状態において、光学アダプタ４の着脱を、着脱判定用電源２１を用いて電気的に
判定し、光学アダプタ４が接続されると、スイッチ回路１８の切替を行う。　
　図３は、図２における主要部の詳細な回路構成を示す。　
　光学アダプタ４においては、２つの電気接点１４間は直列接続のＬＥＤ１１が接続され
ると共に、光学アダプタ４の着脱判定用の抵抗１２が並列に接続されている。　
　本実施例では、上記のように光学アダプタ４内に設けた（複数の場合には）直列接続の
ＬＥＤ１１に対して、着脱判定用の抵抗１２を並列に接続することにより、光学アダプタ
４側に設ける接点数を２つにして小型化を可能にし、この２つの接点数にして以下に説明
するように光学アダプタ４の着脱判定を行えるようにしていることが特徴となっている。
　一方、電気接点１５に接続された信号線１７ａは、スイッチ回路１８における第１スイ
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ッチ１８ａの接点ｃに接続され、第１スイッチ１８ａにおける接点ａは着脱判定用電源２
１に、接点ｂはＬＥＤ点灯用電源２２に接続されている。
【００１６】
　第１スイッチ１８ａの接点ｃは、初期状態では図３に示すように接点ａとＯＮするよう
に設定されており、図３に示すように電気接点１５と１４とが接続された場合には、着脱
判定用電源２１から光学アダプタ４の抵抗１２を経由して光学アダプタ着脱判定部２４側
に電源が供給されるようになっている。　
　また電気接点１５に接続された信号線１７ｂは、光学アダプタ着脱判定部２４を構成す
る抵抗３１の一端に接続され、この抵抗３１の他端は抵抗３２を介してグランド（ＧＮＤ
）に接続されると共に、例えばＮチャンネル型のＦＥＴ３３のゲートに接続されている。
このＦＥＴ３３のドレインは抵抗３４を介して電源端Ｖｃｃに接続されると共に、電圧検
出回路３５の電圧検出端に接続されている。このＦＥＴ３３のソースはＧＮＤに接続され
ている。
【００１７】
　図３に示すように電気接点１４と１５とが接続されると、抵抗３１と３２との接続点の
電圧がＦＥＴ３３のゲートに印加されることにより、このＦＥＴ３３がＯＦＦからＯＮ（
ターンオン）し、電圧検出回路３５は、（０Ｖより大きい）電源端Ｖｃｃの状態から０Ｖ
を検出する状態となり、光学アダプタ４が接続されたと判定する。そして、電圧検出回路
３５は、その出力端からその接続判定の結果の制御信号により後述するようにスイッチ回
路１８の切替を制御する。　
　また、この信号線１７ｂは、ＬＥＤ駆動部２３を構成するＮＰＮ型のトランジスタ３７
のコレクタに接続され、このトランジスタ３７のベースは、第２スイッチ１８ｂの接点ｃ
に接続されている。
【００１８】
　この第２スイッチ１８ｂにおける接点ａはＧＮＤに接続され、接点ｂはＬＥＤ駆動用電
源に接続されている。初期状態では、この図３に示すように第１スイッチ１８ａの接点ｃ
は、接点ａとＯＮするように設定されており、トランジスタ３７をＯＦＦとする状態に設
定している。　
　また、このトランジスタ３７のエミッタは抵抗３８を介してＧＮＤに接続されている。
　このような構成による本実施例の動作を説明する。　
　内視鏡装置本体５の電源がＯＮすると、光学アダプタ着脱判定部２４を構成する電圧検
出回路３５の出力信号により、スイッチ回路１８の初期時の接点状態は図３に示すように
各接点ｃは、接点ａとＯＮする状態になっている。つまり、第１スイッチ１８ａは着脱判
定用電源２１側、第２スイッチ１８ｂは（ＬＥＤ駆動部２３に電流が流れない）オープン
になっている。
【００１９】
　なお、この接点状態では、電圧検出回路３５の入力端の電圧が電源端Ｖｃｃの場合であ
る（以下に説明するように入力端の電圧が０Ｖになると、電圧検出回路３５の出力信号に
より、スイッチ回路１８の接点切替の制御動作を行う）。　
　ここで光学アダプタ４が接続されると、着脱判定用電源２１→スイッチ回路１８（の第
１スイッチ１８ａ）→光学アダプタ４の抵抗体１３(の抵抗１２)→光学アダプタ着脱判定
部２４(抵抗３１→抵抗３２)に至る（電流経路を構成する）閉回路（この閉回路を便宜上
Ａと呼ぶ）が形成される。そして、光学アダプタ着脱判定部２４は、光学アダプタ４が接
続されたと判定する。　
　着脱判定用電源２１の電圧は、光学アダプタ４のＬＥＤ１１のＶｆ(順方向降下電圧)未
満に設定すれば、上記閉回路が成立する。）ＬＥＤ１１は、例えば白色ＬＥＤの場合、３
．５Ｖ程度のＶｆのものが採用されており、着脱判定用電源２１の電圧は、このＶｆより
小さい例えば２～３Ｖ程度に設定されている。
【００２０】
　光学アダプタ着脱判定部２４のＦＥＴ１４のゲートには、抵抗３２にかかる電圧が印加



(6) JP 4783083 B2 2011.9.28

10

20

30

40

50

され、ＦＥＴ１４がターンオンする。ＦＥＴ１４がターンオンすると、電圧検出回路３５
は、この０Ｖ(ＧＮＤ)の電圧を検出して、接続判定の制御信号を出力する。　
　この接続判定の制御信号により、スイッチ回路１８は、図２或いは図３に示す接点状態
とは異なる接点側がＯＮするように切り替えられる。本実施例では、この光学アダプタ着
脱判定部２４の出力信号でスイッチ回路１８の切替を行うようにしているが、システム制
御部２９を介してスイッチ回路１８の接点切替を制御するようにしても良い。　
　図２或いは図３に示す接点状態と異なる接点側に切り替えられることにより、ＬＥＤ点
灯用電源２２→スイッチ回路１８→光学アダプタ４のＬＥＤ１１→ＬＥＤ駆動部２３(の
トランジスタ３７→抵抗３８)の閉回路が形成される。そして、光学アダプタ４のＬＥＤ
１１が点灯する。
【００２１】
　さらにＬＥＤ点灯用電源２２→ スイッチ回路１８→光学アダプタ４のＬＥＤ１１→光
学アダプタ着脱判定部２４(抵抗３１→抵抗３２)の閉回路（この閉回路を便宜上Ｂと呼ぶ
）も成立しており、光学アダプタ着脱判定部２４は、光学アダプタ４が接続されたと判断
し続け、スイッチ回路１８のスイッチを図２或いは図３に示した接点とは異なる接点側が
ＯＮする状態が維持される。　
　なお、光学アダプタ４の抵抗体１３の抵抗１２の抵抗値は、ＬＥＤ１１点灯時(Ｖｆ以
上)におけるＬＥＤ１１のアノード－カソード間の抵抗値（具体的には１００Ω程度以下
）に比べて大きな値（例えば数１００ｋΩ）に設定されている。　
　これにより、ＬＥＤ１１点灯時において、抵抗体１３(の抵抗１２)に流れる電流は、Ｌ
ＥＤ１１に流れる電流に対して微小であることから無視でき、抵抗１２は開放と考えるこ
とができ、上記閉回路Ｂが成立する。
【００２２】
　また、図２に記載したスイッチ回路１８の下側の第２スイッチ１８ｂは、図３ではトラ
ンジスタ３７のベースとＬＥＤ駆動用電源或いはＧＮＤとの間に挿入されたスイッチによ
り構成されている。　
　光学アダプタ４が接続されたと判断し、光学アダプタ着脱判定部２４の電圧検出回路３
５により、この第２スイッチ１８ｂがＬＥＤ駆動用電源側がＯＮとなると、トランジスタ
３７のベースにＬＥＤ駆動用電源が供給され、トランジスタ３７がターンオンし、トラン
ジスタ３７のコレクタ－エミッタ間が導通する。　
　一方、光学アダプタ４が取り外されている時は、この第２スイッチ１８ｂはＧＮＤに接
続される。つまりトランジスタ３７がターンオフのままで、トランジスタ３７のコレクタ
－エミッタ間がオープンとなる。
【００２３】
　従ってトランジスタ３７がスイッチの動きをし、図２に記載したスイッチ回路１８の下
側の第２スイッチ１８ｂのように表現できる。　
　光学アダプタ４が接続され、ＬＥＤ１１が点灯した状態において、光学アダプタ４が取
り外されると、光学アダプタ着脱判定部２４のＦＥＴ３３のゲートには、電圧が印加され
ず、ＦＥＴ３３がターンオフする。　
　ＦＥＴ３３がターンオフすると電圧検出回路３５の電圧検出の入力端にはプルアップ用
抵抗３４を介して電源端Ｖｃｃの電圧が印加（入力）される。　
　電圧検出回路３５の入力端に電源端Ｖｃｃの電圧が入力されると、電圧検出回路３５は
、その電圧検出により、光学アダプタ４が非接続と判定する。そして、電圧検出回路３５
の出力信号で、スイッチ回路１８の第１スイッチ１８ａ及び第２スイッチ１８ｂを、図２
或いは図３に示す接点側がＯＮするように接点切替を行う。
【００２４】
　これにより着脱判定用電源２１よりも高電圧のＬＥＤ点灯用電源２２が電気接点１５に
発生しなくなる。　
　なお、ＬＥＤ駆動部２３内の抵抗３８は、トランジスタ３７の組合せで定電流回路が構
成されている。　
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　光学アダプタ４が接続され、ＬＥＤ１１が点灯すると、
　抵抗３８には、Ｖａ＝ＶB－ＶBE
　　ＶB＝トランジスタ３７のベース電圧（ＬＥＤ駆動用電源の電圧）
　　ＶBE=トランジスタ３７のベース・エミッタ間電圧の電圧が印加されることになる。
【００２５】
　つまり抵抗３８には下記の電流Ｉが流れることとなる。　
　Ｉ＝Ｖａ／抵抗３８の抵抗値Ｒ、この電流Ｉは、トランジスタ３７がターンオンしてい
ることから、ＬＥＤ１１にも流れる事になり、ＬＥＤ駆動部２３はＬＥＤ１１を電流Ｉで
駆動する定電流回路が構成される。　
　従って、抵抗３８の抵抗値Ｒを適切な値に設定にしておけば、ＬＥＤ１１に適切な電流
で点灯させることができる。　
　この状態で、光学アダプタ４が取り外されると、光学アダプタ着脱判定部２４が光学ア
ダプタ４が取り外されたと判断し、図２に示すようにスイッチ回路１８の第１スイッチ１
８ａを着脱判定用電源２１側に、第２スイッチ１８ｂをオープンにそれぞれする。そして
、光学アダプタ４が接続されるのを待つ状態になる。
【００２６】
　次に本実施例の動作を図４のフローチャートを参照して説明する。　
　内視鏡装置本体５の電源がＯＮすると、光学アダプタ着脱判定部２４を構成する電圧検
出回路３５の出力信号により、スイッチ回路１８は図２或いは図３に示す接点状態になっ
ている。つまり、図５のステップＳ１に示すように第１スイッチ１８ａは着脱判定用電源
２１側が選択され、第２スイッチはＬＥＤ駆動部２３に電流が流れないオープン状態（図
２参照）となっている。　
　そして、次のステップＳ２において、光学アダプタ着脱判定部２４は、光学アダプタ４
が接続されるのを待つ状態となる。
【００２７】
　ここで光学アダプタ４が接続されると、着脱判定用電源２１→ スイッチ回路１８（の
第１スイッチ１８ａ）→光学アダプタ４の抵抗体１３(の抵抗１２)→光学アダプタ着脱判
定部２４(抵抗３１→抵抗３２)に至る閉回路Ａが形成される。そして、光学アダプタ着脱
判定部２４は、光学アダプタ４が接続されたと判定する。　
　着脱判定用電源２１の電圧は、光学アダプタ４のＬＥＤ１１のＶｆ(順方向降下電圧)以
下に設定され、上記閉回路Ａが成立する。そして、光学アダプタ着脱判定部２４のＦＥＴ
３３のゲートには、抵抗３２にかかる電圧が印加され、ＦＥＴ３３がターンオンする。　
　ＦＥＴ３３がターンオンすると、電圧検出回路３５の入力端の電圧が０Ｖ(ＧＮＤ)とな
り、電圧検出回路３５は、この０Ｖの電圧を検出して、その出力端から接続判定の制御信
号を出力する。
【００２８】
　次のステップＳ３において、光学アダプタ着脱判定部２４の電圧検出回路３５から出力
される接続判定の制御信号により、スイッチ回路１８は、第１スイッチ１８ａがＬＥＤ点
灯用電源２２側に、第２スイッチ１８ｂがクローズ状態に切り替えられる。　
　つまり、スイッチ回路１８の第１スイッチ１８ａ、第２スイッチ１８ｂは、図２或いは
図３に示した状態とは違う接点ｂ側がＯＮするように接点切替が行られる。　
　すると、上記のようにトランジスタ３７がターンオンし、このトランジスタ３７のコレ
クターエミッタを経てＬＥＤ駆動部２３側にＬＥＤ点灯用電源２２による電流が流れる経
路ができる。　
　そして、ステップＳ４に示すようにＬＥＤ１１に電流が流れ、点灯する。　
　このようにしてＬＥＤ１１が点灯する状態になると、挿入部２を検査対象物の内部に挿
入して検査することができる。
【００２９】
　このようにしてＬＥＤ１１が点灯する状態になると、ステップＳ５に示すように光学ア
ダプタ着脱判定部２４は、光学アダプタ４が取り外されているかの判定を常時行う。　
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　そして、光学アダプタ４が取り外されると、ステップＳ６に示すようにＬＥＤ１１は消
灯する。また、光学アダプタ４が取り外されると、上記閉回路Ｂが形成されなくなるため
、光学アダプタ着脱判定部２４のＦＥＴ３３がターンオフして、電圧検出回路３５は光学
アダプタ４が取り外された判定する。　
　また、次のステップＳ７において光学アダプタ着脱判定部２４は、その出力信号により
、スイッチ回路１８の接点切替の制御を行う。つまり、光学アダプタ着脱判定部２４は、
第１スイッチ１８ａを着脱判定用電源２１側に、第１スイッチ１８ｂをオープンにそれぞ
れ切り替える制御を行う。そして、図２或いは図３に示す状態にする。そして、ステップ
Ｓ２に戻り、同様の処理を繰り返すことになる。
【００３０】
　このように動作する本実施例によれば、発光体としてのＬＥＤ１１を含む抵抗体１３が
搭載される光学アダプタ４側に設ける場合に必要となる接点数を２個で済むようにすると
共に、それに必要な信号線の本数も少なくでき、光学アダプタ４の小型化、細径化を実現
できる。　
　また、光学アダプタ４が着脱自在（着脱可能）な先端部３に必要な接点数も２個として
、これに必要な信号線本数を２本で済むようにして、挿入部２の細径化を実現すると共に
、先端部径の細径化と小型化を実現できる。　
　また、内視鏡装置本体５内のスイッチ回路１８により、光学アダプタ４の着脱判定時（
より正確には取り外し→接続時）には、低電圧の着脱判定用電源２１を用いて光学アダプ
タ４側に設けた抵抗１２を経由した電圧に基づいて着脱判定を行い、光学アダプタ４が接
続されると、ＬＥＤ１１を点灯させるＬＥＤ点灯用電源２２に切り替える構成にすること
により、信号線本数の削減と共に、省電力化等を実現している。
【００３１】
　つまり、ＬＥＤ点灯用電源２２を用いて、着脱判定が可能であるが、これよりも低電圧
の着脱判定用電源２１を用いた方が、接続されていない時の電力消費を低減できる。　
　特に、着脱判定用電源２１の電圧を、ＬＥＤ１１のＶｆ（順方向降下電圧）未満の値に
設定することにより、省電力化を実現できると共に、着脱時の過渡的な電流による影響を
低減できる。　
　なお、第１スイッチ１８ａにより着脱判定用電源２１とＬＥＤ点灯用電源２２とを切り
替える代わりに、光学アダプタ着脱判定部２４の出力信号で、例えば可変電圧源の電圧を
ＬＥＤ１１のＶｆ（順方向降下電圧）より低い電圧（着脱判定用電源２１の状態）と、少
なくともＬＥＤ１１のＶｆより高い電圧（ＬＥＤ点灯用電源２２の状態）とを切り替える
ようにしても良い。
【００３２】
　尚、光学アダプタ着脱判定部２４の電圧検出回路３５は、コンパレータや、ＦＥＴ等で
構成しても実現できるが、ＣＰＵのようなものでも実現可能である。　
　また、スイッチ回路１８は、リレー、フォトカプラ、フォトＭＯＳリレー、ＦＥＴ、ト
ランジスタ等で実現できる。
【実施例２】
【００３３】
　次に図５を参照して、本発明の実施例２を説明する。図５は実施例２の内視鏡装置にお
ける主要部の回路構成を示す。　
　図５に示す実施例２の回路構成は、図３に示す回路構成において、ＬＥＤ駆動部２３に
オペレーショナルアンプ（オペアンプと略記）４１と、積分回路４２とを追加した構成に
したものである。　
　オペアンプ４１を追加することにより、トランジスタ３７がターンオンし、ＬＥＤ１１
が点灯中の時、トランジスタ３７の温度変動によるＶBEの変化を補償することが可能で、
高精度な定電流回路を構成することができる。　
　また、積分回路４２は、抵抗４３とコンデンサ４４とから構成され、この積分回路４２
により、トランジスタ３７のベースにかかる電圧を遅延させることができ、ＬＥＤ１１に
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流れる電流を徐々に上げること(ＬＥＤの光量を徐々に上げる)が可能となる。
【００３４】
　それ以外の構成は同じであるので省略する。　
　本実施例によれば、実施例１の作用効果の他に、上記したようにトランジスタ３７の温
度変動によるＶBEの変化を補償して、ＬＥＤ１１を高精度に最適な電流で点灯させること
ができる。また、積分回路４２による遅延手段により、ＬＥＤ１１の点灯時や消灯時に望
ましくない過渡的な電流が流れるのを有効に抑制できる。
【実施例３】
【００３５】
　次に本発明の実施例３を図６から図８を参照して説明する。図６は実施例３の内視鏡装
置における主要部のブロック構成を示す。　
　図６に示す本実施例では、図２の構成において、信号線１７ａの途中に設けられた第３
スイッチ６１と、この第３スイッチ６１のＯＮ／ＯＦＦ指示を行うスイッチ指示部６２と
、スイッチ指示部６２の指示により第３スイッチ６１のＯＮ／ＯＦＦ制御を行うスイッチ
制御部６３とを追加した構成になっている。　
　図７は図６のより詳細な回路構成を示す。　
　また、光学アダプタ着脱判定部２４の電圧検出回路３５は、実施例１のようにスイッチ
回路１８を制御すると共に、スイッチ制御部６３にも接続判定の制御信号を送る。そして
、スイッチ制御部６３は、電圧検出回路３５からの制御信号に応じて第３スイッチ６１の
ＯＮ／ＯＦＦ（クローズ／オープン）を制御する。その他の構成は実施例１と同様である
。
【００３６】
　以下、実施例１と異なる部分のみを説明する。　
　光学アダプタ４が接続されていない状態で、スイッチ指示部６２（図１のユーザインタ
フェース７上のモーメンタリのスイッチ等）より、（第３スイッチ）ＯＮ指示がスイッチ
制御部６３に入ると、スイッチ制御部６３は、第３スイッチ６１をＯＮにする。　
　光学アダプタ着脱判定部２４は、光学アダプタ４が接続されていないと、スイッチ回路
１８には制御信号を送らず、スイッチ回路１８の接点の接続状態は、図６或いは図７に示
してあるものと同じ（接点ａ側がＯＮ）である。　
　同時に、光学アダプタ着脱判定部２４は、スイッチ制御部６３に制御信号を送り、第３
スイッチ６１をＯＦＦにさせる。
【００３７】
　つまり、光学アダプタ４が接続されている状態で、ユーザがスイッチ指示部６２からＯ
Ｎ動作させない限り、光学アダプタ４の電気接点１４には、電圧が全く発生されないこと
を意味する。　
　光学アダプタ４が接続されている状態で、スイッチ指示部６２よりＯＮ指示がスイッチ
制御部６３に入ると、第３スイッチ６１がＯＮになる。　
　そして、この状態の場合には、着脱判定用電源２１ → スイッチ回路１８→第３スイッ
チ６１→光学アダプタ４の抵抗１２→光学アダプタ着脱判定部２４の閉回路が成立し、光
学アダプタ着脱判定部２４は、光学アダプタ４が接続されたと判断する。　
　そして、光学アダプタ着脱判定部２４は、スイッチ回路１８に制御信号を送り、スイッ
チ回路１８の第１スイッチ１８ａを、ＬＥＤ点灯用電源２２側に、第２スイッチ１８ｂを
クローズ（ＬＥＤ駆動部２３を駆動させる)側に切り替える。
【００３８】
　これにより、ＬＥＤ点灯用電源２２→スイッチ回路１８（の第１スイッチ１８ａ）→第
３スイッチ６１→光学アダプタ４のＬＥＤ１１→スイッチ回路１８（の第２スイッチ１８
ｂ）→ＬＥＤ駆動部２３の閉回路が成立し、光学アダプタ４のＬＥＤ１１が点灯する。　
　さらにＬＥＤ点灯用電源２２→ スイッチ回路１８→光学アダプタ４のＬＥＤ１１→光
学アダプタ着脱判定部２４の閉回路も成立している。そして、光学アダプタ着脱判定部２
４は、光学アダプタ４が接続されていると判断し続ける限り、スイッチ回路１８の第１ス
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イッチ１８ａをＬＥＤ点灯用電源２２側に、第２スイッチ１８ｂをＬＥＤ駆動部２３側（
ＬＥＤ駆動部２３が駆動動作する側）に接続し続ける。　
　光学アダプタ４のＬＥＤが点灯している状態で、光学アダプタ４が取り外されると、光
学アダプタ４のＬＥＤ１１が消灯し、光学アダプタ着脱判定部２４が光学アダプタ４が取
り外されたと判断し、スイッチ回路１８に制御信号を送り、スイッチ回路１８の第１スイ
ッチ１８ａを着脱判定用電源２１側に、第２スイッチ１８ｂをオープンにする。
【００３９】
　同時に、光学アダプタ着脱判定部２４は、スイッチ制御部６３に制御信号を送り、スイ
ッチ制御部６３は第３スイッチ６１をＯＦＦにする制御をする。　
　尚、電圧検出回路３５や、スイッチ制御部６３は、コンパレータや、ＦＥＴ、ＡＤコン
バーター等で構成しても実現できるが、ＣＰＵのようなものでも実現可能である。　　ま
た、スイッチ回路１８は、リレー、フォトカプラ、フォトＭＯＳリレー、ＦＥＴ、トラン
ジスタ等で実現できる。　
　さらに図７を、図５の実施例２の回路図のように、オペアンプ４１と、積分回路４２を
追加した回路構成にすることも可能である。　
　次に本実施例の動作を図８のフローチャートを参照して説明する。　
　電源がＯＮされると、最初のステップＳ１１において、スイッチ回路１８の第１スイッ
チ１８ａは着脱判定用電源側に、第２スイッチ１８ｂはオープンにされる。また、第３ス
イッチ６１は、オープンにされる。
【００４０】
　次のステップＳ１２において、スイッチ制御部６３は、スイッチ指示部６２から（第３
スイッチ）ＯＮ指示が出されるのを待つ待機状態になる。そして、ＯＮ指示が出されると
、次のステップＳ１３においてスイッチ制御部６３は、第３スイッチ６１をクローズ状態
にする。　
　すると、次のステップＳ１４において、光学アダプタ着脱判定部２４は、光学アダプタ
４が接続されているかの判定を行う。　
　そして、光学アダプタ４が接続されていないと判定した場合には、ステップＳ１５に示
すように第３スイッチ６１がオープンにされる。つまり、光学アダプタ着脱判定部２４の
制御信号で、スイッチ制御部６３を介して第３スイッチ６１がオープンにされた後、ステ
ップＳ１２に戻る。
【００４１】
　一方、光学アダプタ４が接続されていると判定した場合には、ステップＳ１６に進み、
光学アダプタ着脱判定部２４は、制御信号によりスイッチ回路１８の第１スイッチ１８ａ
をＬＥＤ点灯用電源２２側に、第２スイッチ１８ｂをクローズにする。　
　これにより、ステップＳ１７に示すようにＬＥＤ１１には電流が流れて点灯する。そし
て、この状態の挿入部２を検査対象物の内部に挿入して内視鏡検査を行うことができる。
　このようにＬＥＤ１１が点灯する状態になると、ステップＳ１８に示すようにスイッチ
制御部６３は、スイッチ指示部６２から（第３スイッチ）ＯＦＦ指示が出されるのを監視
する状態になる。　
　そして、スイッチ指示部６２からＯＦＦ指示が出されないと、ステップＳ１９に示すよ
うに、光学アダプタ着脱判定部２４は、光学アダプタ４が取り外されていないかを判定す
る。そして、光学アダプタ４が取り外されていないと、ステップＳ１８に戻る。
【００４２】
　逆に光学アダプタ４が取り外されていると、ステップＳ２０に示すようにＬＥＤ１１が
消灯する。　
　そして、次のステップＳ２１に示すように（光学アダプタ着脱判定部２４の取り外され
ている判定結果の制御信号により）スイッチ制御部６３は、第３スイッチ６１をオープン
にする。また、光学アダプタ着脱判定部２４は、スイッチ回路１８の第１スイッチ１８ａ
を着脱判定用電源２１側に、第２スイッチ１８ｂをオープンにする。そして、ステップＳ
１２に戻る。　
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　一方、ステップＳ１８において、スイッチ指示部６２からＯＦＦ指示が出されると、ス
テップＳ２２において、ステップＳ２１と同じ処理をし、ステップＳ２３に示すようにＬ
ＥＤ１１が消灯する。そして、ステップＳ１２に戻る。　
　このように動作する本実施例によれば、実施例１と同様の効果を有すると共に、さらに
ユーザの指示により光学アダプタ４側に電源の供給／供給停止の制御ができる。
【実施例４】
【００４３】
　次に本発明の実施例４を図９及び図１０を参照して説明する。図９は実施例４の内視鏡
装置における主要部のブロック構成を示す。本実施例は、実施例１等とは異なる構成の光
学アダプタ着脱判定部２４を設けている。つまり、本実施例では信号線１７ｂの途中に光
学アダプタ着脱判定部２４を設けている。なお、この図９ではスイッチ回路１８の第２ス
イッチ１８ｂの接続構成をより具体的に示している。　
　図１０は、図９のブロック構成を回路構成で具体的に示している。この図１０に示すよ
うに信号線１７ｂの途中には着脱判定用の抵抗６６が設けてあり、この抵抗６６に流れる
電流をその両端に接続した電圧検出回路３５で検出することにより、光学アダプタ４の着
脱判定を行う光学アダプタ着脱判定部２４を形成している。
【００４４】
　そして、抵抗６６の両端の電圧を検出した場合には、電圧検出回路３５の出力信号でス
イッチ回路１８を制御し、ＬＥＤ１１を点灯させる構成にしている。　
　また、電気接点１５に一端が接続された信号線１７ｂは、抵抗６６を介してその他端が
第２スイッチ１８ｂの接点ｃに接続されている。この第２スイッチ１８ｂは、その接点ａ
がＧＮＤに、接点ｂがＬＥＤ駆動部２３を構成するトランジスタ３７のコレクタに接続さ
れている。また、このトランジスタ３７は、そのベースがＬＥＤ駆動用電源に、そのエミ
ッタが抵抗３８を介してＧＮＤに接続されている。その他は、実施例１と同様の構成であ
る。　
　本実施例は、実施例１等とほぼ同様の作用効果を有する。　
　なお、電圧検出回路３５は、コンパレータや、ＦＥＴ、ＡＤコンバーター等で構成して
も実現できるが、ＣＰＵのようなものでも実現可能である。　
　尚、本実施例では、着脱判定用電源２１を負電源にすることも可能である。着脱判定用
電源２１を負電源にすることにより光学アダプタ４内のＬＥＤ１１に対しては逆バイアス
がかかり、着脱判定用電源２１の電圧値(ＬＥＤ１１のＶｆを気にする必要がない)の範囲
に制限がなくなる。　
　さらに実施例２の回路図(図５)のように、オペアンプ４１と、積分回路４２を追加した
回路構成にすること、実施例３の回路図(図７)のように第３スイッチ６１、スイッチ指示
部６２、スイッチ制御部６３を追加した回路構成にすること、実施例２と実施例３の組合
せで、オペアンプ４１、積分回路４２、第３スイッチ６１、スイッチ指示部６２、スイッ
チ制御部６３を追加した回路構成にすることも可能である。
【実施例５】
【００４５】
　次に本発明の実施例５を図１１を参照して説明する。図１１は実施例５の内視鏡装置に
おける主要部の回路構成を示す。本実施例では、光学アダプタ４の電気接点１４を３個に
し、これに対応して内視鏡装置本体５側の電気接点１５も３個にした構成である。　
　光学アダプタ４内のＬＥＤ１１のカソードと、抵抗体１３の抵抗１２の片方の端子を共
通のＧＮＤに接続して、３つの内の１つの電気接点１４に接続し、ＬＥＤ１１のアノード
と抵抗１２の他方の端子をそれぞれ別の電気接点１４に接続している。　
　また、内視鏡装置本体５側では、ＬＥＤ１１のアノードに接続された電気接点１４に接
続される電気接点１５に接続される信号線１７ａは、ＬＥＤ駆動部２３と接続される。　
 このＬＥＤ駆動部２３は、実施例１～実施例４の場合の吸い込み型とは異なり、吐き出
し型の定電流回路を構成している。
【００４６】
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　つまり、信号線１７ａは、ＬＥＤ駆動部２３を構成するＰＮＰ型のトランジスタ３７′
のコレクタに接続され、このトランジスタ３７′のエミッタには抵抗３８の一端が接続さ
れている。このトランジスタ３７′のベースは、ＬＥＤ駆動用電源に接続されている。ま
た、抵抗３８の他端はスイッチ７１を介してＬＥＤ点灯用電源２２に接続されている。
【００４７】
　信号線１７ｂには、実施例４の場合と同様に、その途中に抵抗６６が接続され、この抵
抗６６の両端の電圧を電圧検出回路３５で検出することにより、光学アダプタ４の着脱判
定を行う光学アダプタ着脱判定部２４が形成されている。　
　この抵抗６６は、着脱判定用電源２１に接続されている。　
　また、ＧＮＤ用の電気接点１４に接続される電気接点１５は信号線１７ｃでＧＮＤに接
続されている。
【００４８】
　このような構成による本実施例の動作を説明する。　
　光学アダプタ４が接続されると、光学アダプタ着脱判定部２４の電圧検出回路３５は、
抵抗６６の両端に電圧が発生したことを検出することにより、光学アダプタ４が接続され
たと判定する。　
　そして、電圧検出回路３５はスイッチ７１をオープン状態からクローズ状態（オン）に
する。すると、ＬＥＤ点灯用電源２２からスイッチ７１、ＬＥＤ駆動部２３、信号線１７
ａ、ＬＥＤ１１、ＧＮＤへと電流が流れ、ＬＥＤ１１が点灯する。　
　このようにＬＥＤ１１が点灯状態になると、光学アダプタ着脱判定部２４は、光学アダ
プタ４が接続状態から取り外されるのを監視している。そして、取り外されると、ＬＥＤ
１１は消灯すると共に、光学アダプタ着脱判定部２４は、取り外しを検出して、その出力
信号（制御信号）で、スイッチ７１をクローズ状態からオープン状態にする。
【００４９】
　そして、初期状態に戻り、光学アダプタ着脱判定部２４は、光学アダプタ４が接続され
るのを待つ状態になる。　
　本実施例によれば、実施例１等におけるスイッチ回路１８を用いて２つの電源の切替を
行うことなく、着脱判定用電源２１を用いて光学アダプタ４の着脱判定を常時行い、接続
された場合にはＬＥＤ点灯用電源２２からＬＥＤ点灯させる電源を供給してＬＥＤ１１を
適切な電流で点灯させることができる。　
　なお、本実施例では、光学アダプタ４の電気接点１４と、内視鏡装置本体５側（挿入部
２の先端部３側）の電気接点１５と３個にした構成であるが、例えばＧＮＤとして使用す
る信号線１７ｃをＣＣＤ１６に接続される信号線２６におけるＧＮＤと共通化することに
より、挿入部２内での信号線本数を増加させる事無く達成するようにしても良い。　
　また、実施例３の回路図（図７）のようにスイッチ指示部６２、スイッチ制御部６３を
設けると共に、第３スイッチ６１を着脱判定用電源２１と抵抗６６の間に挿入し、光学ア
ダプタ着脱判定部２４の判定結果により、スイッチ制御部６３を制御しても良い。
【００５０】
　尚、光学アダプタ着脱判定部２４の電圧検出回路３５は、コンパレータや、Ａ－Ｄコン
バータ等でも実現できる。また、トランジスタ３７′は、ＦＥＴや、リレー、フォトカプ
ラ、フォトＭＯＳリレーでも実現できる。
【実施例６】
【００５１】
　次に本発明の実施例５を図１２及び図１３を参照して説明する。図１２は実施例６の内
視鏡装置における主要部のブロック構成を示す。　
　実施例１から実施例４までは２本の信号線１７ａ、１７ｂとするためにスイッチ回路１
８を設けた構成にしていたが、本実施例ではスイッチ回路１８を用いることなく２本の信
号線１７ａ、１７ｂで光学アダプタ４の着脱を判定すると共に、ＬＥＤ１１と点灯させる
構成にしたものである。　
　このため、本実施例における内視鏡装置本体５は、図２の内視鏡装置本体５において、
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スイッチ回路１８が設けてないで、信号線１７ａと１７ｂ間に光学アダプタ４の着脱判定
をする光学アダプタ着脱判定部２４を設けた構成にしている。
【００５２】
　また、本実施例では、図２に示した着脱判定用電源２１を設けない構成にしている。そ
して、ＬＥＤ点灯用電源２２を信号線１７ａに接続し、他方の信号線１７ｂにＬＥＤ駆動
部２３を接続した構成にしている。なお、この図１２では光学アダプタ着脱判定部２４の
出力信号をシステム制御部２９に送る構成にしている。　
　図１２に示した各部のより詳細な構成を図１３に示す。　
　図１３に示すように本実施例における光学アダプタ４においては、図３に示した抵抗体
１３内の抵抗１２が設けてない構成にしている。つまり、本実施例における光学アダプタ
４は、２つの電気接点１４間にＬＥＤ１１が、（ＬＥＤ１１が複数の場合にはそれらが直
列に）接続されている。
【００５３】
　また、本実施例における内視鏡装置本体５は、図３の内視鏡装置本体５において、信号
線１７ａ、１７ｂ間に電圧検出回路３５を接続して光学アダプタ４の着脱を判定する光学
アダプタ着脱判定部２４を形成している。　
　ＬＥＤ駆動部２３の構成は、図３で示したＬＥＤ駆動部２３と同じ構成であり、ＬＥＤ
駆動部２３を構成するトランジスタ３７のベースには、常時ＬＥＤ駆動用電源の電圧が印
加される構成になっている。内視鏡装置本体５側の電気接点１５に、先端アダプタ４の電
気接点１４が接続されると、ＬＥＤ駆動部２３のトランジスタ３７のコレクターエミッタ
間が導通して、ＬＥＤ１１を点灯する電流が流れるようにしている。　
　本実施例の動作を以下に説明する。
【００５４】
　上述した実施例１～実施例５にも共通するが、本実施例のＬＥＤ駆動部２３は、定電流
回路を形成する回路構成となっている為、光学アダプタ４が接続されていない開回路の場
合は、駆動することができない(電流を引き込むための電圧源がない為)。　
　そして、光学アダプタ４が接続されると、ＬＥＤ点灯用電源２２が接続され、光学アダ
プタ４のＬＥＤ１１を通して閉回路となるため、ＬＥＤ駆動部２３が駆動し、ＬＥＤ１１
を定電流駆動することができる。また、接続状態から光学アダプタ４が取り外されると、
光学アダプタ４のＬＥＤ１１に電流が流れない状態になると共に、ＬＥＤ駆動部２３にも
電流が流れない状態にできる。　
　本実施例によれば、実施例１等と同様に挿入部２の細径化、光学アダプタ４の細径化、
小型化等を実現できると共に、より簡単な構成で、光学アダプタ４が接続された場合には
、自動的にＬＥＤ１１を点灯させるように駆動でき、かつ光学アダプタ４が接続されてい
ない場合には、自動的に内視鏡装置本体５側にも電流が流れないようにできる。つまり、
小型化等を実現できると共に、さらに省電力で光学アダプタ４の着脱に対応して、ＬＥＤ
１１の点灯／消灯できる。
【００５５】
　なお、本実施例では、上記のように省電力で光学アダプタ４の着脱に対応して、ＬＥＤ
１１の点灯／消灯が自動的にできる。これだけの場合には、図１２或いは図１３に示した
光学アダプタ着脱判定部２４は必要ないが、本実施例では光学アダプタ着脱判定部２４に
よる判定結果により、実施例１で説明したようにＣＣＤ駆動部２３の動作の制御と、画像
処理部２８の動作の制御に使用する。これにより、挿入部２等の細径化等でき、さらに省
電力の内視鏡装置を実現できる。　
　なお、上述した各実施例において、以下の（ａ）～（ｃ）、つまり
（ａ）光学アダプタ４を接続していない状態で電源ＯＮした時、
（ｂ）光学アダプタ４を接続した状態で電源ＯＮ、又は電源ＯＮした後に光学アダプタ４
を接続したにも関わらず、光学アダプタ着脱判定部２４で接続されていないと認識された
時、
（ｃ）電源ＯＮの状態で光学アダプタ４を外した時、



(14) JP 4783083 B2 2011.9.28

10

20

30

40

50

下記のいずれかの警告表示又は警告音等を発するようにしても良い。
【００５６】
“光学アダプタが故障している可能性があります”　
“光学アダプタが緩んでいる可能性があります”　
“光学アダプタが正常に取り付けられておりません”　
　なお、上述した各実施例などを部分的に組み合わせる等して構成される実施例等も本発
明に属する。
【００５７】
［付記］
１．発光体が搭載された光学アダプタが、内視鏡挿入部の先端部に着脱可能な内視鏡装置
において、
　前記光学アダプタの着脱判定を行うための着脱判定用電源と、
　前記発光体を点灯させるための発光体点灯用電源と、
　前記光学アダプタに接続される信号線に対して前記着脱判定用電源又は前記発光体点灯
用電源に切替可能なスイッチ手段と、
　前記スイッチ手段を経て前記着脱判定用電源からの信号線に接続された前記光学アダプ
タの前記発光体を含む抵抗体に流れる電流経路に基づいて前記光学アダプタの着脱判定を
行う光学アダプタ着脱判定手段と、
　を具備し、
　前記光学アダプタの着脱判定を行った前記光学アダプタ着脱判定手段は、
　前記着脱判定用電源から前記発光体点灯用電源へと前記スイッチ手段を切替えることを
特徴とする内視鏡装置。
【００５８】
２．発光体が搭載されたの光学アダプタが、内視鏡挿入部先端と着脱可能な内視鏡装置に
おいて、
　発光体点灯用電源と、光学アダプタの抵抗体と、発光体駆動手段を設け、発光体駆動手
段は、光学アダプタが接続された際に、発光体を発光（点灯）させるように駆動すること
を特徴とする内視鏡装置。　
３．付記２において、さらに光学アダプタ着脱判定手段を有する。
【００５９】
４．照明用の発光ダイオードが搭載された光学アダプタが、内視鏡挿入部の先端部に着脱
可能な内視鏡装置において、
　１つ以上が直列に接続された発光ダイオードに並列に抵抗を接続して形成した抵抗体を
２つの電気接点に接続した光学アダプタと、
　１個の発光ダイオードの順方向電圧未満の電圧源から前記２つの電気接点に接続される
２本の信号線を介して、前記２つの電気接点に接続された前記抵抗体に流れる電流経路に
基づいて前記光学アダプタの着脱判定を行う光学アダプタ着脱判定手段と、
　を具備したことを特徴とする内視鏡装置。　
（付記４の効果）挿入部及び光学アダプタの細径化を実現すると共に、省電力で光学アダ
プタの着脱判定を行うことができる。
【００６０】
５．付記４において、前記光学アダプタ着脱判定手段は、前記光学アダプタの着脱判定の
結果により、前記電圧源から前記発光ダイオードを点灯させる発光ダイオード点灯用電圧
源に切替え、前記２つの電気接点に接続された前記発光ダイオードを点灯させることを特
徴とする。　
６．付記４において、前記抵抗は前記発光ダイオードの点灯時における抵抗値より十分に
大きい。
【産業上の利用可能性】
【００６１】
　検査対象物の内部に挿入される内視鏡挿入部を備え、先端部に光学アダプタを着脱自在
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小型かつ細径にすると共に、内視鏡挿入部も細径にすることにより、検査対象物内部が細
径となっている場合にも広く適用できるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】図１は本発明の実施例１の内視鏡装置の全体構成を示すブロック図。
【図２】図２は光学アダプタ着脱判定部等を備えた内視鏡装置における主要部の構成を示
すブロック図。
【図３】図３は図２のより具体的な回路構成を示す回路図。
【図４】図４は実施例１の動作内容を示すフローチャート図。
【図５】図５は本発明の実施例２の内視鏡装置における主要部の回路構成を示す回路図。
【図６】図６は本発明の実施例３の内視鏡装置における主要部の構成を示すブロック図。
【図７】図７は図６のより具体的な回路構成を示す回路図。
【図８】図８は実施例３の動作内容を示すフローチャート図。
【図９】図９は本発明の実施例４の内視鏡装置における主要部の構成を示すブロック図。
【図１０】図１０は図９のより具体的な回路構成を示す回路図。
【図１１】図１１は本発明の実施例５の内視鏡装置における主要部の構成を示す回路図。
【図１２】図１２は本発明の実施例６の内視鏡装置における主要部の構成を示すブロック
図。
【図１３】図１３は図１２のより具体的な回路構成を示す回路図。
【符号の説明】
【００６３】
　１…内視鏡装置
　２…（内視鏡）挿入部
　３…先端部
　４…光学アダプタ
　５…内視鏡装置本体
　１０…対物レンズ
　１１…ＬＥＤ
　１２…抵抗
　１３…抵抗体
　１４、１５…電気接点
　１６…ＣＣＤ
　１７ａ、１７ｂ…信号線
　１８…スイッチ回路
　１８ａ、１８ｂ…スイッチ
　２１…着脱判定用電源
　２２…ＬＥＤ点灯用電源
　２３…ＬＥＤ駆動部
　２４…光学アダプタ着脱判定部
　２９…システム制御部
　３３…ＦＥＴ
　３５…電圧検出回路
　３７…トランジスタ
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